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最近の労働時間と雇用の動き

今回は、最近の労働時間と雇用の動きを「毎月勤労統計調査」の毎月の速報で見てみたいと思います。
この調査の対象は、常用労働者を常時５人以上雇用する事業所です。

まず、平成１１年５月からの労働時間の推移を見てみましょう。（図１）

総実労働時間は前年同月と比べると増減してはいるもののその幅は小さくなっています。所定外労働時間
は前年同月に比べいずれもプラスとなっています。また、景気の動向と関係の深い製造業の所定外労働時間
は１１年７月からプラスに転じ１１月からは６か月連続の２桁増となっています。

次に、産業別の常用雇用の推移を見てみることにします。（図２）

調査産業計では前年同月と比べると１２年の１月からはマイナスに転じています。なかでも卸売・小売、
飲食店は減少し、今年の５月には６．９％減となっています。

最後にパートタイム労働者の比率を見てみます。(図３)
平成７、８年には１２％程度であったパートタイム
労働者が、９年には１６．２％、１０年１５．４％、
１１年には１４．２％となり、最近は１６～１７％
を占めています。

労 働 時 間 の 推 移 　　(図  １）
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産業別常用雇用の推移　　（図  2）
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パートタイム労働者の比率の推移　　（図3）
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